
喜士見町教委

和
学
習
充
実
に
力

広
島
で
の
学
び
申

の
修
学
旅
行
に

町
追
悼
式
も
学
年
全
員
参
列
へ

富
士
見
町
教
育
委
員
会
は
近
年
、
中
学
生
の
平
和
学
習
の
充

実
に
力
を
注
い
で
い
る
。
従
来
は
2
年
の
代
表
生
徒
数
人
を
広

島
市
で
の
平
和
記
念
式
典
に
派
遣
し
て
き
た
が
、
昨
年
度
か
ら

修
学
旅
行
に
組
み
込
み
、
3
年
生
全
員
で
広
島
市
を
訪
問
、
原

爆
被
害
者
の
生
の
声
に
学
ん
で
い
る
。
校
内
で
戦
争
、
原
爆
関

連
の
パ
ネ
ル
展
や
広
島
か
ら
被
爆
証
言
者
を
招
い
て
電
話
な

ど
も
行
っ
て
お
り
、
今
年
は
町
の
戦
没
者
追
悼
式
に
初
め
て
3

年
生
全
員
で
の
参
列
も
計
画
し
て
い
る
。
（
日
比
野
真
由
美
）

史
と
向
き
合
い
、
生
徒
自
身
が
『
平

和
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
、
何

か
し
な
く
て
は
』
と
い
う
視
点
と

主
体
性
を
持
て
た
こ
と
が
大
き
い
。

実
践
へ
の
意
欲
も
高
ま
っ
て
い
る
」

（
丸
山
博
校
長
）
と
い
う
。

町
教
妻
子
ど
も
課
の
名
取
淳
二

専
任
課
長
は
「
現
地
で
し
か
学
べ

な
い
こ
と
は
多
い
。
世
界
唯
石

被
爆
国
と
し
て
実
態
を
知
る
機
会

を
多
感
な
学
生
時
代
に
作
っ
て
あ

げ
た
い
」
と
話
す
。

町
主
催
の
戦
没
者
追
悼
式
へ
の

3
年
生
全
員
で
の
参
列
は
同
校
た

っ
て
の
希
望
。
こ
れ
ま
で
は
広
島

派
遣
の
代
表
生
徒
が
参
列
し
、
研

修
で
感
じ
た
こ
と
や
思
い
を
発
表

す
る
の
が
長
年
の
慣
例
だ
っ
た
が
、

丸
山
校
長
は
「
平
和
を
祈
る
気
持

ち
を
参
列
者
、
町
民
の
皆
と
共
有

し
た
い
」
と
願
い
を
込
め
る
。
高

齢
化
で
参
列
者
数
が
年
々
減
り
、

戦
争
の
記
憶
の
風
化
に
遺
族
が
焦

り
を
に
じ
ま
せ
る
中
、
「
痛
ま
し

い
歴
史
と
教
訓
を
次
代
に
つ
な
ぐ

光
明
」
（
町
）
と
な
り
そ
う
だ
。

伝
え
た
い

年
ら

8
0
か

後
去
来

戦
過
未
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修
学
旅
行
は
従
前
の
奈
良
・
京

都
か
ら
さ
ら
に
広
島
へ
足
を
伸
ば

す
旅
程
に
し
、
今
年
度
は
今
月
2
0

日
に
出
発
。
原
爆
ド
ー
ム
、
広
島

平
和
記
念
資
料
館
を
訪
れ
、
被
爆

者
か
ら
壮
絶
な
体
験
を
聞
い
た
。

広
島
電
鉄
の
計
ら
い
で
被
爆
し
た

現
役
路
面
電
車
に
も
乗
っ
た
。

校
内
で
の
パ
ネ
ル
展
は
、
第
二

次
世
界
大
戦
と
原
爆
攻
撃
、
被
爆

の
む
ご
た
ら
し
さ
な
ど
を
写
真
と

解
説
文
で
伝
え
る
も
の
を
外
部
か

ら
借
り
受
け
て
多
数
並
べ
、
生
徒

の
自
主
的
な
学
び
に
つ
な
げ
た
。

こ
れ
ら
学
習
の
充
実
で
「
目
を

背
け
た
く
な
る
つ
ら
く
悲
し
い
歴


